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第
二
次
工
事
完
了
の
郡
中
学
校

昭和 30年7月]0日

部
中
事
一
築
し
た
が、

二
千
八
年
二

問
。
校
合
一
月
一三
日
第
二
年
衣
工
事
と

ほ
旧
草
薙
一
し
て
木
造
瓦
茸
平
家
建

一

部
隊
の
丘
二
六
八
、

一
九
坪

(
六
教
室

舎
を
併
用
一L
」
渡
廊
下
ゾ

の
増
築
陀
着

し
て
い
た一

工
、
五
月
二
ヤ
日
竣
工
し

が、

事
校
一
ベ
月
間
目
、
同
校
々
合
で

校
舎
と
し
一
竣
工
式
を
行
っ
た
。

て
不
泊
当
一
同
院
は
唱
和
一三
ヤ
平
嘩

で
昭
和
二
一
で
整
備
完
了
す
る
が
完

十
六
年
度
一
成

刀
暁
仕
立
派
左
中
事

上
り
丘
カ
年
計
一間
で
整
備

一
校
忙
な
る
と
生
徒
セ
も

す
る
三
と
L
在
め
、
二
十
一
は
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら

六
年
度
に
お
い
て
木
造
瓦一

ま
せ
て
勉
畢
に
い
そ
し

葺
平
家
建
一
七
札
坪

ハ
六
一
ん
で
い
る。

教
室
と
便
所
)
一

棟
を
培

一

〈旬刊)り

季
節
託
児
所
の
開
設

農

家

ひ.

よ

の

主

婦

は

大

喜

一

繭
革
、
松
原
、
背
一瀬
地

一所
を
開
設
。

繭
草
地
区
で

ベ区
で
は
農
繁
期
の
農
家
能
一
は
繍
重
小
事
校
と
誇
古
公

一率
増
進
の
一
助
と
し
て

一
一
一
民
舘
、

松
原
で

は
松
原
小

十
八
年
六
月
下
旬
、よ
り
七
一串
校
三
野
岳
青
年
供
禦
尚

一月
中
旬
ま

で
、
季
節
託
児

一萱
淵
で
は
田
下
公
民
館
で
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今
回
、
市
保
例

に
従
っ

て
保
険
料
を
別
畿
の
と
お

り
改
訂
し
、
七
月
分
か
ら

新
ら
し
い
料
金

に
よ
っ

て

徴
牧
す
る
こ
と

に
な
り
ま

当
市
関
民
健
康
保
険
事

一と
た
り
昭
和
二
十
九
年
度
一
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致

業
は
昭
和
二
十
五
年
一

月
一
は
更
に

一
、
八
一
八
万
円
一
し
ま
す
。

護
足
以
来
、
満
也
平
宇
を
一主
大
幅
広
培
加
い
た
し
ま

一

今

回
改
訂
の
要
点
は
弐

経
過
し
ま
し
た
が
被
保
険
一
し
た
。
昭
和
三
十
年
度

に
一

の
と
お
の
で
あ
り
ま
す

者、

並
び

に
療
養
利
一当
者
一
於
て
は
史
に
培
加
の
見
込

三

、
資
力
割
は
昭
和
二
十

各
位
の
御
協
力
に
よ
り
益
一

み
で
あ

り

ま

す

。

一

九

年
中
の
所
得
を
基
礎

々
発
展

。
一
途
を
た
ど

っ一

・

・

j'

τ
お
り
ま
す
。
硯
在
の
枇

一

我

が

家

の

夏

の

健

康

封

策

曾
情
勢
、
経
済
状
態
に
お
一

い
℃

民
生
安
定

の
矯
、
保一

作

文

募

菓

〆

切

り

は

7

月

初

日

険
事
業
の
も
つ
重
要
性
は

一

全
国
民
部
門し
く
認
識
し
て一

夏
の
健
康
を
守
る
た
め
一
が
家
O
夏
の
健
康
対
策
に

い
る
と
こ
ろ
で
、

年

々
そ
一
K
は、

先
や
第
一
に
食

ぺ一

つ
い

て
一
家
の
主
婦
と
し

の
利
用
度
も
増
加
し
て
い
一
も

の
の
衛
生
K
筑
を
つ
け
一
て
、
こ
ま
か
い
心
守
か

い

ま
す
。
当
市
の
昭
和
二
十
一
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
一
を
、
・
な
さ

っ
て
居
ら
れ
る

五
年
度
の
給
付
費
は
約
七
一

皆
吉
ん

の
御
家
庭
で
は
一
こ
と
主
思
い
ま
す

o
E
ん

百
七
十
万
円
で
b
め
ま
し一
台
所
を
あ，
っ
か
る
お
母
様
一
友
之
と
で
も
結
構
で
す
か

た
が
、
昭
和
二
十
八
年
度
一
方
の
責
任
は
誠
に
軍
大
で

一
ら
そ
の
貴
重
な
体
験
や
賢

一
、
正
叫
丘
万
円

で
倍
額
一

あ
り
ま
す
。
さ
ぞ
か
し
我
一
験
戸
、
す
す
ん
で
み
ん
な

ω等
級
ヤ

mw
等
級
ド

キナ大

側
賦

保
隙
一
料
七
月
か
ら
改
訂

設
さ
れ
去
る
七
月
一て
日

開
所
式
を
行
っ
た
。

ハ
楠
祉
事
務
所
ゾ

× 

× 

に
峨
え
し
ま
し
た
。
従

っ
て
従
来
二
八
万
叶
以

K
D
所
得
ぽ

一
一準
に
な

っ

τ
い
た

D
が
日
八
万

悶
ま
で
段
崎
が

つ
き
、

そ
札
に
よ
る
資
力
制

の

糸
姫
松
募

集

事

渡

御

希
望
者
は
至
急
申
込
を

本川脈

D
基
幹
温法一
市
の
極
度
一業
し
た
者
D
中、

男
子
三

。
不
況
に

に
り
、
多
数
の
一

O
六
名
、
女
子
六
八

一
名

失
業
者
が
増
加
し
℃
い
る

一の
人
が
ぺ
阪
、
名
古
屋
、

の
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
一
東
京
方
面
に
就
脱
し
て
お

三
月
賦
下
各
中
皐
授
を
卒
一

り
ま
す
が
、
此
の
度
大
村

の
た
め
に
公
開
し
て
下
さ
一

四
百
字
詰
五
枚
以
内
、

一

住

所
、
氏
名
、
世
帯
主

ム

主

題

一
乃
職
業
、
同
居
家
族
の

わ
が
家
つ
夏
D
健
康
対
策
一
姓
名
、
年
令
等
明
記

の

ム
感
募
資
格

一
三
と

本
川
脚
内
に
居
住
す
る

一
家

一
企
募
集
〆
切

の

主
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の

方

一

七
月
二
十
町
ハ
当
日
消

ム

原

稿

紙

一
印
。
あ
る
も
D
有
効
J

#
一
一
位
が
保
険
料
K
で
き
て

き
ま
す
。

〈
昭
和
コ
…十
年
七
月
分
よ
り
笑
施
》

保
険
料
は
四
人
家
族
。
平
均
で

算
肉
し
で
あ

り
ま
す
。

閣
民
健
康
保
険
料
等
級
表

保

険

料

割

合

× 

公
也
九
職
業
安
定
所
に
定
記

の
通
り
募
柴
が
あ

っ
て
お

h

り
ま
す

の
で
、
希
望
者
は

至
念
た
村
公
共
職
業
安
定

所
に
お
市
・込
み
下
さ
い
。

在
お
遠
距
地
に
就
職
さ

れ
て
も
、
就
職
後
の
補

導
を
実
施
致
し
て

お
り

ま
す
の
で
御
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。

。
愛
知
矯
津
島
市

O
伊
総
書
抹
式
曾
枇
、
そ

の
他
二
工
場

Q
十
五
才
か
ら
十
八
才
ま

で
の
女
子
。
方

。
初
任
給
二
、
八

O
O凶

手
収

。
赴
任
政
費
支
給

。
締
切・
;
じ
月
二
十
日
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付
公
共
械
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所
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宛
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崎
市
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崎
勝
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生
部

医
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説
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主
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崎
嶋
衛
生
部、

長
崎

嶋
生
活
推
進
連
盟
本
部

長
崎
民
友
新
聞
枇

ム
審

査

主
儲
者
自
仔
う

ム
審
査
の
結
果
優
秀
な
作

ロ
叩
に
は
弐
の
賞
品
が
防相

ら
れ
る

@

一
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一
人
二
、

0
0

0
円
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当
品

@
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等
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、

0
0

。
円
相
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@
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五
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O円

相
当
品

ム
入
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授
表

入
選
作
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は
ラ
ジ
オ
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送
、
又
は
新
聞
紙
上
に

護
表
の
予
定

ハ
保
険
衛
生
課
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